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2対象
　

年次 前期開講期 必区分 30時間数 1単位

山路浩加・早川咲担当教員
実務
経験

ミュージシャン職種

歌を歌うためには体全体をつかって正しい発声を身につけ、喉だけに負担がかからないよう歌っていくこ
とが必要である。1年次に学んだ「ファルセット」「ヘッドボイス」「チェストボイス」「ミックスボイ
ス」などの発声法や、ヴォーカルテクニック、
音域拡大を目指すトレーニング、表現力を増すトレーニング、リズム感を養うトレーニング、に加え音域
拡大のメソッドやそれぞれの声にあった課題曲をもとに技術の向上を目指し歌うために必要な基礎を学
ぶ。

授業概要

本科目はグレード対応科目となっており、２年次前期はグレード１１〜１５に準拠して授業が進行してい
く。ヴォーカルテクニックとしては、声にはさまざまな種類があること、またその声を実際に使用してい
るアーティストを知ること、ヴォーカルスタイルとしてはヴォーカルテクニックで学んだ各声の課題曲を
学び、その課題曲を自分のものとしてしっかりと表現しヴォーカリスト、表現者としての技能を体得する
ことを到達目標にしている。

到達目標

学生個人が生まれながらにして持つ様々な声質を大事にしながらも、その声質のいい部分をさらに伸ばし
ていくグループ形式の授業である。他者の声を聞く事で事で自分とは何が違うのかを意識させ、より探究
心を持ってボイストレーニングを学ぶことを目的とし、共鳴するポジションを各自身に付けた上で様々な
トレーニングを行っていく。また、ボイストレーニングの一環で身体の強化、リズムトレーニング等も行
う。

授業方法

試験60%(知識及び技能のほかに思考・判断・表現を評価する、授業内発表20%、平常点20%(積極的な授業参
加度、授業態度によって評価する)

成績評価方法

必要以外のスマホ等の操作は厳禁とする。発声器官の保湿と保護及び、風邪など空気感染症の生徒間感染
を予防する為、飲料を持参する。

履修上の注意

適時プリント・楽譜等の資料を配布する。

教科書教材

有

実習種別

回数 授業計画

第１回

スキルチェック(1)一人ずつ歌い、各自ヴォイストレーニングでの課題を決めるこ
とができる。

第２回

ウォーミングアップ、一年次の復習(1)腹式呼吸の習得。ハミング、リップロー
ル、表情筋を習得する。

第３回

ウォーミングアップ、一年次の復習(2)声帯の動きや構造を理解し、「チェストボ
イス」「ヘッドボイス」「ミックスボイス」が耳でわかる。
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第４回

音域拡大のメソッドを学ぶ(1)グレード１１対応。長期的な声のトレーニング法が
わかる。

第５回

音域拡大のメソッドを学ぶ(2)グレード１１対応。長期的な声のトレーニング法が
わかる。

第６回

課題曲のテクニックを学ぶ①(1)グレード１３対応。課題曲「Don'tKnowWhy/808」
が１コーラス歌唱できる。

第７回

課題曲のテクニックを学ぶ①(2)グレード１３対応。課題曲「Don'tKnowWhy/808」
がフルコーラス歌唱できる。

第８回

課題曲のテクニックを学ぶ①(2)グレード１３対応。課題曲「Don'tKnowWhy/808」
パフォーマンスをつけながら歌唱できる。

第９回

広い音域で歌うアーティストを知る(1)グレード１２対応。テクニック（発声)の
練習方法がわかる。

第１０回

広い音域で歌うアーティストを知る(2)グレード１２対応。テクニック（発声)の
練習方法がわかる。

第１１回

課題曲のテクニックを学ぶ②(1)グレード１４対応。課題曲
「IKissedAGirl/Desperado」が１コーラス歌唱できる。

第１２回

課題曲のテクニックを学ぶ②(2)グレード１４対応。課題曲
「IKissedAGirl/Desperado」がフルコーラス歌唱できる。

第１３回

課題曲のテクニックを学ぶ②(3)グレード１４対応。課題曲
「IKissedAGirl/Desperado」パフォーマンスをつけながら歌唱できる。

第１４回

パフォーマンスグレード１５対応。課題曲をパフォーマンスしながら歌唱でき
る。

第１５回

まとめ前期全体の振り返り
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